2013年度　化学Ⅰ－第2問－問5
【問題】
　0.010mol/Lの水酸化カルシウム水溶液100mLを，0.20mol/Lの塩酸を用いて中和した。このとき発生する熱量は何kJか。最も適当な数値を次の①～⑥のうちから一つ選べ。ただし，中和熱は56.5kJ/molとし，中和熱以外の熱の発生はないものとする。

①　0.011　　　②　0.057　　　③　0.11　　　④　0.57　　　⑤　1.1　　　⑥　5.7

【正解】

③　0.11
【解説】

　中和熱は，「中和反応によって水1molが生じるときの発熱量」です。水の物質量が基準になるので，2価や3価の酸・塩基を用いるときには注意が必要です。

　0.010mol/Lの水酸化カルシウム水溶液100mL（0.1L）中に含まれる水酸化カルシウムCa(OH)2の物質量は，0.010mol/L×0.1L＝0.0010mol　です。水酸化カルシウムは2価の塩基なので，0.0010mol×2＝0.0020mol　の水酸化物イオンOH－が含まれています。
　　　H＋　＋　OH－　＝　H2O　＋　56.5kJ

上の熱化学方程式の係数からもわかるように，1molの水酸化物イオンOH－から1molの水H2Oが生じます。0.0020molの水酸化物イオンOH－がすべて中和反応すると，0.0020molの水H2Oが生じます。
　よって，この中和による発熱量は，　56.5kJ/mol　×　0.0020mol　＝　0.113kJ　です。
高校化学Net参考書 ～センター試験演習「化学Ⅰ」～ http://ko-ko-kagaku.net/center-kagaku1/
